
白山市政だより　

　春風が心地よい季節となりました。日頃より皆さまにはご厚情を

賜り、心より感謝申し上げます。

　このたびの白山市議会議員選挙におきまして、初当選のご縁をい

ただきました。理学療法士としての経験を市政に活かし、「健やか

なまちづくり」を目指し全力で取り組んでまいります。

　白山市における医療・介護・福祉分野出身の唯一の議員として、

その分野の充実に努めると共に、特に予防医療の発展に寄与し、市

民の皆さまの健康をしっかりとお守りします。

　今後とも変わらぬご支援・ご指導を賜りますよう心よりお願い申

し上げます。

洪水や内水氾濫、津波及び高潮による浸水や、土砂災害が想定される場

所のリスク情報、避難のために必要な情報などをまとめたマップです。

ハザードマップの研修会を受け、以下の点について学びました。
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新人議員ならではの視点により市議会や議員活動についての報告だけでなく、暮らしに役立つ
情報などについても発信していきます！

新人議員　有川康二郎編集長による

白山市議会議員

津波のリスクは沿岸部の一部の地域に限定される

洪水はほとんどの地域で起こりえるため、自宅の浸水深を

確認しておく必要がある

避難所に行く際は3日分の非常食を持参することが望ましい

★ハザードマップの研修会は白山市危機管理課が受け付けておりますので、積極的にご活用下さい。

（白山市危機管理課　電話076-274-9536）

白山市水害ハザードマップが全戸に配布されました！

市議会での役職
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　この事業を発展させていくには多くの方がこの事業の重要性を理解し、関わりを持つ必要がある。

庁内の連携だけでなく、市内の医療機関や地域の多団体との連携が不可欠である。この事業をテーマ

に話合いの場を設けていくことから始めてはどうか。私も専門知識を活かして積極的に関わると共

に、連携の輪が広がるよう一緒になって汗をかく所存である。

3月議会一般質問

　フレイルとは健康と要介護の中間の状態であり要介護予備軍といえる。

フレイルになっても適切な対応により再び健康な状態に戻れる。健康寿命

延伸にはフレイル対策が必要であり、一体的実施事業は健康寿命延伸のた

めの重点国策である。この事業の内容は各市町村に委ねられており、白山

市民の健康寿命が延びるかどうかは白山市の行政の腕にかかっている。

　白山市の高齢者の健康課題や一体的実施事業の具体的取り組み、医療機

関や地域の関係機関との連携、事業推進の課題と展望について伺う。

質問

有川康二郎

3月 1 7日に初めての一般質問に臨みました。
「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業における白山市の現状と今後の展望
について」質問しました。この事業は専門的でわかりにくいため、スケッチブックを
使ってわかりやすく説明しました。

mail:karimori1@gmail .comtel:070-1297-3804
発行者

有川こうじろう

回答
　高齢者の健康課題は、循環器系疾患、筋骨格系疾患、慢性腎不全などの病気

があげられ、生活習慣病予防やフレイル予防が重要である。

　一体的実施事業の具体的な内容として、保健事業については生活習慣病の重

症化予防のため訪問保健指導や医療機関受診勧奨などを実施した。介護予防に

ついては医療専門職による出前講座や体力測定、e-スポーツ体験会、シルバー

リハビリ体操指導士養成講習会を実施し、介護予防の普及啓発活動を行った。

フレイルと一体的実施事業について

提案

白山市議会のホームページ

から動画でご覧いただけます

　医療機関や関係機関との連携としては、保健指導についてはかかりつけ医に相談して実施した。

地域包括支援センターでは体力測定や出前講座によりフレイルを早期に把握し、必要なサービスに

つなげ重症化予防を図っている。健康教室は金城大学、石川県理学療法士会と連携して実施した。

　課題は庁内関係課での情報が共有されにくく、効果的な事業ができていないことである。

なんでもお気軽にお問い合わせ下さい！

※政務活動費を使用して広報誌を発行
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